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研究成果の概要（和文）：　本研究では、モノの受容による月経のケガレ観の変容を、ジェンダーの視点から文
化人類学的に考察した。具体的には、月経対処に関する基礎的データの欠落していたパプアニューギニアにおい
て、月経対処に使用したモノの変遷を明らかにし、その変遷に従って女性たちの月経期間の過ごし方や禁忌の実
践、知識の共有について資料を収集した。
 それらの資料を分析することにより、月経をめぐるケガレは、社会の成員に災いを及ぼすような社会的に共有
されたケガレから、個人的なものになり、物理的に汚いものへと変質しつつあることを明らかにした。また、月
経をめぐる知識の共有や知識の質にも変化があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：   The purpose of this study was to clarify, from a cultural anthropological
 perspective, the change of the view of “pollution” through the introduction of objects. 
Specifically, in Papua New Guinea, where basic data on coping with menstruation were lacking, I 
clarified transition of objects used to cope with menstruation and collected data on how women spent
 their menstrual periods, practiced taboo, and shared knowledge about menstruation according to this
 transition.
   By analyzing these materials, I found that the “pollution” surrounding menstruation are 
changing from a socially shared “pollution”, which is a plague to the members of the society, to a
 personal and physically dirty one. The study also revealed that there is a change in the sharing of
 knowledge and the quality of knowledge surrounding menstruation.

研究分野：文化人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義：　生理用品というモノの受容に焦点をあてて女性の歴史的経験を検討したことにより、月経をめぐ
るケガレ観の変容と女性の身体観の変容を明らかにした。文化人類学において月経は、ケガレという観念から論
じられていた。その月経を、女性たちの禁忌の実践という側面から検討し、男性による忌避にいかに対峙してき
たのかを明らするにすることができた。
社会的意義：　途上国では月経衛生対処という開発支援が展開し、月経教育のデザインが一つの課題となってい
る。本研究の知見は、月経教育をデザインする上で参照しうるものとなったと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 月経と出産などの生理的現象を忌避する社会は世界各地に広くみられ、死の不浄などととも
に、文化人類学においてはケガレとして理論化されてきた。本研究が対象とするメラネシアは、
オセアニアのなかでもことに月経に対するケガレ観が強く、禁忌の発達した地域として報告さ
れてきた地域である。たとえば、パプアニューギニアにおける文化人類学的研究においては、経
血が男性にとって危険なものであり、月経に関する忌避や不浄視が発達していることが報告さ
れてきた。一方で、これらの報告には、月経期間の女性が「女の家」の奥や特定の小屋（以下、
月経小屋と記述する）の中にいたという記述があるのみで、月経対処にはどのようなモノが用い
られていたのか、女性たちは月経期間をどのように過ごしていたのかという記述はほとんど見
られない。月経は、ケガレという観念から論じられてきたのである。 
生理用ナプキンの流通を世界史的にみれば、発明されたのは 1920年代のアメリカにおいてで
あり、日本では 1960年代にアンネ社が発売をはじめた。グローバルな動きと連動して、パプア
ニューギニアへも生理用ナプキンが流入している。最初に生理用ナプキンが持ち込まれたのは、
オーストラリアによる植民地時代に遡ると考えられる。当時、都市部の学校や病院でオーストラ
リア人女性の教員や看護婦によって使用された。近年では、流通網の整備によって都市部の薬局
や商店、スーパーマーケットで生理用ナプキンは販売され、村落部にも普及しはじめている。ま
た、生理用ナプキンのテレビＣＭも流れるようになった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、モノの受容による月経のケガレ観の変容を、ジェンダーの視点から文化人類学的に
考察することを目的とした。具体的には、パプアニューギニアにおける生理用品（ナプキンなど
西洋起源の月経対処の道具）の受容を切り口に、月経対処に使用されたモノの変遷を明らかにし、
その変遷に沿ってどのような月経対処が行われてきたのかを明らかにする。また、月経はいかに
忌避され、女性たちは月経期間の禁忌をどのように実践していたのかを明らかにする。それによ
り、女性の身体観と月経にまつわるケガレ観の変容を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 パプアニューギニアの都市部と農村部から調査対象地を選定し、インタビューを中心とする
民族誌的調査を行った。調査対象地としたのは、東セピック州の州都ウェワクのほか、同州マプ
リク地区とワサラ‐ガウィ地区、東部高地州の州都ゴロカである。とくに中心的な調査地とした
のは、東セピック州マプリク地区である。 
東セピック州マプリク地区では、生理用品の変遷を聞き取り、生理用品の収集も行った。使用
した生理用品の変遷にしたがって、女性たちが月経期間の禁忌をどのように実践していたのか
を聞き取った。また、男性もふくめたコニュニティの人びとが、月経期間の女性をどのように忌
避してきたのか、その実践についてもインタビューを行った。マプリク地区の事例に比較する形
で、ワサラ‐ガウィ地区でも同様の調査を行った。 
 生理用品の変遷の背景には、学校での保健教育や病院出産の導入、国際 NGOの家族計画プロ
グラムの推進なども何らかの関りがあると考えられた。東セピック州マプリク地区とワサラ‐
ガウィ地区、東部高地州の初等学校では、トイレの見学、月経に関する授業の見学、教師へのイ
ンタビュー、女子生徒への質問紙調査とインタビューを行った。マプリク地区では、出産場所の
変化についての聞き取りと、家族計画プログラムによってどのような避妊の知識と技術がもた
らされたのかについても聞き取りを行った。 
 なお、生理用品に関する情報がどのようにもたらされているのかを明らかにするために、雑誌、
薬局の広告などを収集し、インターネットやテレビ CM からも情報を収集した。薬局と商店では
生理用品を購入、収集した。 
 以上の調査から得た資料を、パプアニューギニアの月経に関する先行研究に比較して、女性の
身体観と月経にまつわるケガレ観の変容について分析を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、次の 3点である。第一に、これまで女性研究者が入りにくく、月経対処に関
する基礎的データの欠落していたパプアニューギニアの農村部において、月経対処に使用され
たモノの変遷と月経対処の変遷を明らかにした。具体的には、聞き取りができたもっとも高齢の
世代は、月経小屋でヤシ科植物の葉鞘に座るという月経対処をしていた。次の世代では布が流入
し、高床式家屋の床下やベランダの隅、自分の部屋などで布に座るという対処が行われた。次に
パンツが流入し、女性たちはパンツに布を挟むという月経対処を行うようになった。この世代の
女性たちには、パンツに布を挟むという月経対処をして、学校に通学するようになった世代であ
る。モレを気にする典型的な語りがあり、月経を「恥ずかしい」と見なし、初潮儀礼が行われる
のを避けるようになった世代でもある。さらに次に、生理用ナプキンが流入している。この世代
は、月経期間でもモレをあまり気にすることなく人前を歩くことができるようになった世代で



ある。 
 第二に、第一の変遷の軸にそって月経期間の女性たちの禁忌の実践と男性の忌避の実践を分
析することにより、ケガレ観がどのように変質したのかを検討した。月経小屋が存在した当時、
月経期間の女性たちは、月経小屋に入ることによって社会的に可視化されていた。当時は、月経
のケガレに触れることによって、そのケガレが移ると考えられていた。月経のケガレが焼畑にも
ちこまれると、作物の生育は台無しになると考えられていた。時代がくだりパンツや生理用ナプ
キンが使用されるようになると、女性たちは月経期間でも月経小屋に行くことがなくなった。男
性たちからみれば、月経期間の女性が誰なのかが分からなくなった。月経期間の女性は、社会的
に不可視になった。この世代の女性たちの中には、かつて月経期間にやってはいけないといわれ
ていた禁忌の行為を人にはだまって行う者もでてきた。月経は、社会に災いを及ぼすようなケガ
レから、個人的なものになり、また物理的に汚いものに変質しつつある。 
 第三に、女性たちの身体に関する知識の変容を指摘することができる。月経小屋が存在してい
た当時は、月経期間の重なった女性が月経小屋で一緒に過ごしていた。そこでは、経血量や妊娠、
閉経という知識が共有されていた。月経小屋がなくなり生理用ナプキンで対処するようになっ
た世代は、かつて月経小屋のなかで女性たちが交換していた情報へのアクセスが希薄になった
世代である。女性たちの身体についての知識が変容しているのである。 
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